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　トモシンセシスはlimited-angleCTと
も言われ，1回のX線管の直線軌道走査
により，簡便，短時間かつ低被ばくでボ
リュームデータが収集される。このデータ
は，即座にコンピュータにより画像再構成
され，検出面に平行な任意スライス面で
の良質な多断層像が取得される。現時点
では，マンモグラフィを除くと，フラット
パネルディテクタ（FPD）搭載一般撮影装
置でトモシンセシス撮影が可能なのは，
GE社製の装置（DiscoveryXRシリーズ
およびDefinium8000）のみである。本装
置では，通常の一般撮影の延長として，ワー
クフローを低下させることなくトモシン
セシス撮影“VolumeRAD”を施行可能で
ある。
　本稿では，当施設でルーチン検査とし
て最も多く施行されている副鼻腔トモシン
セシスに絞って，臨床的有用性について
解説する。

当施設における
副鼻腔トモシンセシスの
方法と実際

　本検査は予約不要で，一般撮影と同
様にルーチン検査として施行されており，
副鼻腔炎のスクリーニングやフォロー目
的で耳鼻科医より直接依頼されることが
多い。
　本検査の流れとしては，まず，立位用
wall standと臥位用tableのどちらかを
選択する必要があるが，通常は前者を選
択して，正面撮影，すなわち冠状断撮
影を行う。関心領域を検出器に近づけ
水晶体への被ばくも低減できる後前（P-A）
撮影を目的として，患者のポジショニン
グを行う。次いで，撮影プロトコールを
選択後，スカウト撮影を行う。この画像
は，一般撮影画像として代用可能であ
る（図1）。この画像を参考にしつつ，検
査目的なども考慮して撮影条件を決定
する。特に，さまざまなアーチファクト
を考慮した，最適な撮影条件の決定が
重要である1）～3）。
　撮影条件としては，管電圧や管電流

（mAs値）などのほか，振り角（20～40°），
走査方向，照射回数（25～60回），照射
距離（SID），総線量などがある。当施設
におけるルーチンの撮影条件は，管電圧：
80kV，1照射あたりのmAs値：1mAs，
振り角：40°，走査方向：尾頭方向，照

射回数：60回，SID：100cmとしている。
　引き続き，X線管が自動ポジショニン
グされ，パネル面は固定された状態のま
まトモシンセシス撮影が行われる。この際，
X 線管の直線軌道走査が行われるが，
同時にX線管がさまざまな角度に傾きつ
つ，X線がパルス照射される。撮影時間
は通常では数秒，最長でも11秒程度と
短い。収集されたボリュームデータは，
検出面に平行な任意の多断層像（冠状
断像）として，一般的にCTで用いられ
ているフィルタ補正逆投影法（FBP法）
にて，短時間かつ自動的に再構成される。
再構成終了後，DICOM化された多断
層像が作成されるので，これらの観察・
確認を行い，必要に応じて再構成を追
加し，検査終了となる。
　 再 構 成 条 件としては，開 始 位 置

（0 mm），終了位置（最高：500 mm），
スライス間隔（最低：1mm），サンプリ
ングファクタ，スライス数がある。ルー
チンの再構成条件は，スライス間隔：
2mm，サンプリングファクタ：1として
いる。通常，患者のポジショニングや画
像再構成などに要する時間も含めた総
検査時間は，1～2分程度と短い。もち
ろん，これらの画像はフィルム出力のみ
ならず，PACSへの配信も可能である。
当施設では，多列検出器CT（MDCT）
の多断面再構成（MPR）冠状断像と同
様に，トモシンセシス画像をPACS上で
ページング法にて観察している。
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